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Kawada Jun: The world of collection tanka Touki

Yasunori Noji

歌人川田順は、1897年、16歳にして佐佐木信綱門下生となり、早くから
その俊才ぶりを発揮していた。初期の浪漫的色彩の強い歌集『伎芸天（ぎ
げいてん）』をもって歌壇に注目されたが、やがてその歌風を大きく転じ、
写実的、現実的歌人としての地位を確立するに至った。

しかし、第二次世界大戦中の作品、いわゆる愛国の歌を数多く発表した
態度が、戦後の批判にさらされるところとなった。また、その頃の自らの
恋愛問題が、「老いらくの恋」として世に喧伝されたこともあって、歌壇に
おいては不遇な一時期を過ごさざるを得なかった。だが、自らの苦しい人
生経験を根底におく歌集『東帰（とうき）』によって、順は新たな境地を切
り開いたのである。本稿は、この『東帰』における人事詠、自然詠等を通
して、川田順の至り得た世界を考察するものである。なお、作品の背景と
なった出来事、周囲の自然、人々との交流について、可能な限り具体例を
もって示していきたい。

The poet Kawada Jun became a disciple of Sasaki Nobutsuna at the 
age of 16 in 1897 and demonstrated his exceptional talent from his 
early years. With his initial anthology Gigeiten , which was tinged with 
romanticism, he attracted the attention of the world of tanka poets. 
Later, he changed his poetical style greatly and established his status as 
a realistic and naturalistic poet.

However, in the postwar period, Jun was exposed to wide criticism for 
having published poems during the World War II, which were largely 
based on patriotic themes. Moreover, since his illicit love affair at the 
time was widely known as “December love,” he had an unfortunate 
period among the tanka poets for a while. In spite of that, through the 
anthology Touki , Jun opened out a new path which gave an insight into 
his difficult life. This paper considers the literary world that Kawada 
Jun opened up, viewed in the light of his poems in Touki , concerning 
human affairs, nature, etc.  In addition, I would like to illustrate as many 
instances as possible of his surroundings, relationships, opportunities, etc. 
that provided motifs to his works.



一　

国
府
津
ま
で

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
、
川
田
順
は
、
京
都
の
平

野
神
社
の
神
前
に
お
い
て
鈴
鹿
俊
子
と
結
婚
し
た
。
共
に
再

婚
で
あ
っ
た
。
仲
人
は
中
外
日
報
社
主
の
真
渓
涙
骨
で
、
以

前
に
吉
井
勇
に
紹
介
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
順
は
世
に
喧
伝
さ

れ
た
「
老
い
ら
く
の
恋
」
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
順
六
十
八
歳
（
数
え
年
）、
俊
子
四
十
一
歳
（
同
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
様
子
を
、
歌
人
自
身
こ
の
よ
う
に
書

き
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
ボ
ク
ら
二
人
は
涙
骨
翁
を
ま
ん
な
か
に
し
て

左
右
に
立
ち
、
か
し
は
手
を
打
ち
、
神
官
か
ら
お
み
き

を
戴
い
て
結
婚
式
は
至
極
簡
単
に
終
了
し
た
。
そ
れ
か

ら
鳥
居
前
の
「
お
か
も
と
」
旅
館
で
披
露
の
晩
餐
会
を

ひ
ら
い
た
。
列
す
る
者
は
ボ
ク
ら
新
夫
婦
と
、
涙
骨
翁

と
、
ボ
ク
の
息
子
の
周
雄
と
、
俊
子
の
老
母
と
、
五
人

だ
け
で
あ
つ
た
。
す
べ
て
こ
れ
ほ
ど
質
素
な
結
婚
式
は

あ
る
ま
い
。
し
か
も
ボ
ク
は
費
用
を
全
く
負
担
し
な
い

で
す
ん
だ
。

（『
川
田
順
遺
稿
集
香
魂
』）

そ
の
翌
日
、
二
人
は
新
聞
社
の
目
を
逃
れ
、
養
子
周か
ね
お雄
と

真
生
子
（
俊
子
の
長
女
）
の
み
に
見
送
ら
れ
て
、
京
都
駅
か

ら
鈍
行
に
乗
っ
た
。
行
先
は
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
国こ

う

づ
府
津
町

（
現
小
田
原
市
国
府
津
）
で
あ
っ
た
。
順
は
、
明
治
十
五
年
、

漢
学
者
川
田
剛
（
甕
江
）
の
側
室
の
子
と
し
て
浅
草
に
生
ま

れ
、
生
母
の
死
後
、
牛
込
の
本
邸
に
引
き
取
ら
れ
た
。
東
京

育
ち
で
あ
る
。
関
東
と
は
い
え
、
国
府
津
は
未
知
の
鄙
の
土

地
ゆ
え
、
ま
さ
に
「
東
下
り
」
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ

が
そ
れ
は
ま
た
、
現
実
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
ふ
さ

わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
国
府
津
の
住
み
家
を
斡
旋
し
た
の
は
、
当
時
の
朝
日

新
聞
出
版
局
長
嘉
治
隆
一
氏
で
あ
る
。
氏
は
部
下
の
神
谷
諦

雅
氏
（
国
府
津
の
古
刹
宝ほ
う
こ
ん
ご
う
じ

金
剛
寺
住
職
）
に
こ
れ
を
托
し
た
。

そ
の
神
谷
氏
の
相
談
に
、
実
業
界
の
長
老
の
名
取
和
作
氏
が

同
情
し
て
、
た
ま
た
ま
空
い
て
い
た
自
宅
の
離は
な
れ亭

を
、
二
人

の
仮
住
ま
い
と
し
て
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
十
四
日
、
京
都
を
出
発
し
た
順
夫
妻
は
、
途
中
の
名
古

屋
駅
に
下
車
し
て
、
歌
人
浅
野
保
宅
に
一
泊
。
翌
二
十
五
日
、
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再
び
鈍
行
に
乗
っ
て
湘
南
鵠
沼
の
秋
山
順
一
氏
（
順
の
住
友

時
代
の
同
僚
）
宅
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
ま
た
一
泊
し
て

い
る
。
こ
れ
ほ
ど
慎
重
な
行
動
を
と
っ
た
の
は
、
や
は
り
新

聞
社
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。「
全
く
以

つ
て
落お
ち
う
ど人
の
身
の
悲
し
さ
で
あ
る
」
と
い
う
述
懐
（
同
右
）

は
本
音
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
朝
、
二
人
は
よ
う
や
く
国
府
津
駅
頭
に

降
り
立
っ
た
。
幾
許
か
の
荷
物
と
蝙
蝠
傘
と
を
携
え
た
の
み

の
順
夫
妻
を
、
妹
の
藁
谷
み
か
子
と
そ
の
養
女
て
る
が
出
迎

え
た
。
一
行
は
「
春
色
漸
く
深
い
田
舎
道
、
不
二
箱
根
連
山

の
霞
ん
で
ゐ
る
の
を
眺
め
な
が
ら
、
皆
徒
歩
で
名
取
別
荘
に

た
ど
り
着
き
、
七
十
八
歳
の
翁
に
挨
拶
し
た
」（
同
右
）
の

で
あ
っ
た
。
国
府
津
駅
か
ら
名
取
別
荘
ま
で
の
道
程
は
二
キ

ロ
ほ
ど
あ
り
、
当
時
の
道
路
事
情
と
、
慣
れ
ぬ
一
行
の
足
ど

り
か
ら
す
れ
ば
、
三
十
分
以
上
を
要
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
山

裾
か
ら
中
腹
に
か
け
て
建
て
ら
れ
て
い
た
そ
の
別
荘
は
、
今

日
す
で
に
な
く
、
一
帯
は
七
十
余
軒
の
住
宅
街
に
な
っ
て
い

る
。こ

の
寓
居
に
お
け
る
数
年
間
の
生
活
は
、
順
夫
妻
に
と
っ

て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
物
心
両
面
で
の
苦

労
は
、
お
そ
ら
く
予
想
を
遥
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た

に
相
違
な
い
。
そ
れ
は
、
二
人
の
行
動
に
対
し
て
天
が
与

え
た
試
練
で
あ
っ
た
か
。『
論
語
』
に
「
六
十
に
し
て
耳
順

ふ
。
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
へ
ど
も
、
矩の
り

を
踰こ

え

ず
」（
為
政
篇
）
と
あ
る
。
六
十
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
激

し
い
恋
に
陥
っ
た
順
は
、
煩
悶
し
、
身
内
や
友
人
た
ち
の
助

言
、
忠
告
を
受
け
つ
つ
自
問
自
答
し
、
つ
い
に
七
十
直
前
に

し
て
自
ら
の
心
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
年
齢
の
上
で
は

少
し
早
い
が
、
言
わ
ば
矩
を
踰
え
た
の
で
あ
る
。
順
の
言
に

従
え
ば
「
真
実
に
し
て
不
倫
な
る
恋
」（『
孤
悶
録
』）
で
あ

り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
歌
人
自
ら
に
と
っ
て
「
宿
命
」
な
の

で
あ
っ
た
。
順
の
『
私
の
履
歴
書
』
に
こ
う
記
さ
れ
る
。

最
初
が
最
終
を
決
定
す
る
。
人
間
は
生
ま
れ
落
ち
た

瞬
間
に
一
生
の
歩
み
の
筋
書
き
を
渡
さ
れ
る
。
い
や
で

も
お
う
で
も
、
そ
の
筋
書
き
の
と
お
り
に
歩
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
。
ボ
ク
は
宿
命
説
の
信
奉
者
で
あ
る
。
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二　

老
い
ら
く
の
恋

本
稿
の
中
心
と
す
る
歌
集
『
東と
う
き帰

』
は
、
昭
和
二
十
七
年

六
月
、
長
谷
川
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
順
の
第
十
三
歌
集

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
か
ら
二
十
六
年

十
二
月
に
至
る
五
年
間
の
作
品
四
百
五
十
七
首
が
、
制
作
年

代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
後
記
」
に
、

廿
四
年
の
春
三
月
、
私
は
四
十
年
ぶ
り
で
、
故
郷
東

京
の
方
面
へ
帰
住
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
記
念
と

し
て
「
東
帰
」
と
名
づ
け
た
。「
東
帰
」
と
い
ふ
語
は
、

唐
の
李
渉
の
有
名
な
七
絶
の
中
か
ら
拾
つ
た
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
唐
の
李
渉
の
有
名

な
七
絶
」
と
は
、
次
の
「
竹
枝
詞
」
一
編
（『
全
唐
詩
』『
三

体
詩
』
所
収
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

十
二
峯
頭
月
欲
低
。　

空
聆
（
一
作
濛
）
灘
上
子
規
啼
。

孤
舟
一
夜
東
帰
客
。　

泣
向
東
（
一
作
春
）
風
憶
建
渓
。

こ
の
転
句
「
孤
舟
一
夜
東
帰
客
」
は
、
ま
さ
に
順
の
心
情

に
重
な
り
合
う
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
（
注
一
）。

な
お
『
全
唐
詩
』
に
は
、
こ
の
他
に
李
渉
作
の
「
竹
枝

詞
」
三
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
唐
詩
三
百
首
』『
唐
詩

選
』
共
に
右
の
作
品
を
収
め
な
い
。

『
東
帰
』
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
ま
た
表
現
に
お
い

て
、
川
田
順
の
至
り
得
た
歌
境
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
俊
子
夫
人
と
の
恋
と
、
そ
れ

に
続
く
国
府
津
で
の
実
生
活
に
お
け
る
感
情
の
表
白
で
あ
り
、

さ
ら
に
ま
た
極
め
て
客
観
的
な
自
然
諷
詠
で
あ
る
。
感
情
は

直
叙
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
そ
れ
を
託
し
た
自
然
描
写
と

な
っ
て
表
れ
る
場
合
も
あ
る
。
具
体
例
は
後
に
示
す
。

こ
こ
で
、
そ
の
恋
の
い
き
さ
つ
の
概
略
を
、
歌
人
自
身
の

文
章
に
よ
っ
て
記
す
。
順
は
元
京
都
大
学
教
授
中
川
与
之
助

博
士
夫
人
の
俊
子
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
心
情
を
、
過
去
に
遡

り
な
が
ら
語
る
。
俊
子
は
順
の
短
歌
の
弟
子
で
あ
っ
た
。

い
つ
よ
り
か
君
に
心
を
寄
せ
け
む
と
さ
か
の
ぼ
り

思
ふ
三み
と
せ
よ
と
せ

年
四
年
を

そ
も
そ
も
私
の
心
は
何
時
頃
か
ら
×
×
さ
ん
と
交
渉

を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
女
へ
愛
を
告
白
し

た
の
は
昨
廿
二
年
初
夏
某
日
、
近
所
の
山
中
で
草
の
上
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に
坐
り
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
愛
そ
の
も
の
の

芽
生
え
は
、
自
意
識
し
た
と
否
と
に
関
は
ら
ず
、
も
つ

と
久
し
い
以
前
の
こ
と
に
相
違
な
い
。
い
つ
ま
で
遡
れ

る
か
。

私
は
一
昨
廿
一
年
の
二
月
か
ら
、
東
宮
御
所
に
伺
ふ

た
め
、
殆
ど
毎
月
一
回
上
京
し
た
（
注
二
）。
昨
廿
二
年
正
月
下

旬
東
京
か
ら
帰
つ
て
来
る
と
、
詠
草
を
携
へ
て
来
宅
し

た
彼
女
は
「
先
生
が
京
都
を
離
れ
て
御
旅
行
な
さ
る
と
、

お
帰
り
に
な
る
ま
で
私
は
さ
び
し
い
ん
で
す
」
と
言
つ

た
。
彼
女
は
師
弟
の
間
柄
の
温
か
さ
で
さ
う
言
つ
た
に

相
違
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
私
の
心
耳
へ
は
、
も
つ
と

異
な
つ
た
深
い
意
味
の
声
で
あ
る
か
の
如
く
聞
え
た
。

私
は
幾
歩
か
彼
女
へ
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）

さ
ら
に
遡
る
。
廿
年
の
末
頃
に
生
活
社
の
叢
書
の
一
つ

と
し
て
「
寸
歩
抄
」
と
い
ふ
極
め
て
小
冊
子
の
拙
歌
集

が
出
版
さ
れ
た
。
彼
女
へ
も
一
部
贈
与
す
る
と
、「
こ

れ
は
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
放
し
ま

せ
ん
」
と
彼
女
は
言
つ
た
。
そ
の
時
、
私
の
心
は
彼
女

へ
寄
つ
て
行
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。（
中
略
）
さ
ら
に

遡
る
。
そ
の
前
の
年
（
十
九
年
）
の
盛
夏
の
日
、
既
に

灼
熱
を
感
じ
る
午
前
十
一
時
頃
、
疎
水
の
下
の
道
路
で

彼
女
に
行
き
あ
つ
た
。
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
ド
レ
ッ
ス

を
着
て
氷
の
か
た
ま
り
を
重
さ
う
に
片
手
に
提
げ
て
ゐ

た
彼
女
は
、
若
若
し
く
綺
麗
で
あ
つ
た
。「
お
宅
へ
伺

ひ
ま
せ
う
」
と
私
は
彼
女
に
つ
い
て
行
つ
た
。
既
に
何

か
し
ら
引
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ら
う
。
結
局
、
遡
つ
て

初
対
面
の
時
ま
で
行
つ
て
し
ま
ふ
。
東
山
鹿
ヶ
谷
の
島

文
次
郎
先
生
の
邸
で
、
十
九
年
五
月
某
日
初
め
て
彼
女

と
同
席
し
た
時
に
、
互
ひ
の
心
に
は
何
等
意
識
し
な
か

つ
た
け
れ
ど
も
、「
宿
命
」
が
仲
介
の
役
を
つ
と
め
て

傍
に
坐
つ
て
ゐ
た
の
だ
。（
以
下
略
）。（『
孤
悶
録
』）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
人
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
昭

和
十
九
年
五
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
総
合
誌
『
短
歌
』

の
「
川
田
順
追
悼
特
集
号
（
昭
和
四
十
一
年
四
月
号
）
の
年

譜
（
鈴
鹿
俊
子
・
鈴
木
貫
介
編
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
昭

和
二
十
一
年
五
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
。『
孤
悶
録
』
所
収

の
文
章
が
書
か
れ
た
の
が
昭
和
二
十
三
年
五
月
か
ら
六
月

で
あ
る
か
ら
、
記
憶
力
の
確
か
さ
で
知
ら
れ
た
順
が
、
俊
子
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と
の
出
会
い
の
時
を
二
年
も
違
え
る
と
は
思
い
難
い
。
た

だ
、
年
譜
を
編
ん
だ
一
人
が
当
の
俊
子
夫
人
で
あ
り
、
も
う

一
人
の
鈴
木
貫
介
も
ま
た
、
国
府
津
時
代
の
順
に
直
接
学
び
、

優
れ
た
写
実
詠
を
残
し
た
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

興
味
深
い
事
柄
で
は
あ
る
。

世
間
の
注
目
を
浴
び
た
「
老
い
ら
く
の
恋
」
と
い
う
言
葉

は
、
順
の
長
詩
「
恋
の
重
荷
」
の
序
章
か
ら
来
て
い
る
。
そ

こ
に
言
う
。

若
き
日
の
恋
は
、
は
に
か
み
て
／
お
も
て
赤
ら
め
、

壮を
さ
か
り

子
時
の
／
四よ

そ

ぢ
十
歳
の
恋
は
、
世
の
中
に
／
か
れ
こ
れ

心
配く
ば

れ
ど
も
、
／
墓
場
に
近
き
老
い
ら
く
の
／
恋
は
、

恐
る
る
何
も
の
も
な
し

歌
人
吉
野
秀
雄
が
、「
川
田
順
大
人
の
思
い
出
」
と
い
う

追
悼
文
を
書
い
て
い
る
。（
前
出
『
短
歌
』）。
そ
の
中
で
、

女
性
の
思
い
出
の
み
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
順
の
自
叙
伝
『
葵

の
女
』
に
触
れ
、
そ
の
華
麗
な
世
界
の
恋
愛
談
に
驚
い
た
と

同
時
に
、
聡
明
な
順
が
「
ボ
ク
は
正
直
さ
が
足
り
な
か
っ

た
。
…
…
常
に
さ
き
さ
き
の
こ
と
を
計
算
し
て
い
た
。」
と

「
白
状
し
て
い
る
点
」
に
注
目
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し

て
、「
そ
こ
へ
い
く
と
、〈
老
い
ら
く
の
恋
〉
は
気
持
ち
が
い

い
。
ご
本
人
が
詩
の
中
に
『
墓
場
に
近
き
老
い
ら
く
の
恋
は
、

恐
る
る
何
も
の
も
な
し
』
と
う
た
う
通
り
、〈
計
算
〉
な
ら

ぬ
〈
情
痴
〉
の
〈
痴
〉
の
あ
る
こ
と
が
わ
た
し
は
好
き
だ
」

と
、
右
の
詩
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

裸
心
（
１
）

『
孤
悶
録
』
に
、「
裸
心
」
と
題
す
る
二
百
十
四
首
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
夫
も
子
も
あ
る
女
性
と
の
苦
し
い
恋
情
と

そ
れ
に
伴
う
行
動
と
を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
、
連
作
と
し
て

強
く
迫
る
も
の
が
あ
る
。『
東
帰
』
に
は
、
そ
の
中
か
ら
百

首
が
抄
出
さ
れ
、
同
じ
「
裸
心
」
と
い
う
題
名
を
付
し
て
、

昭
和
二
十
二
年
の
章
に
四
十
七
首
、
昭
和
二
十
三
年
の
章

に
五
十
三
首
と
、
分
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
後
記
」
に

「
…
こ
の
問
題
に
関
し
た
拙
吟
の
す
べ
て
は
、
朝
日
新
聞
社

刊
の
孤
悶
録
に
収
め
た
が
、
本
集
に
は
そ
の
約
半
分
を
採
つ

た
。
こ
の
種
の
群
作
は
厳
選
す
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
た
く
さ

ん
捨
て
る
と
格
好
が
附
か
な
く
な
る
の
で
、
や
む
を
得
ず
寛

選
し
た
」
と
あ
る
。
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『
孤
悶
録
』
の
「
裸
心
」
冒
頭
三
首
は
、
そ
の
捨
て
ら
れ

た
作
品
で
あ
り
、
中
に
上
述
の
「
い
つ
よ
り
か
君
に
心
を
寄

せ
け
む
と
」
と
い
う
一
首
も
入
っ
て
い
る
。

『
東
帰
』
の
「
裸
心
」（
昭
和
二
十
二
年
）
は
次
の
作
品
か

ら
始
ま
る
（
注
三
）。

樫
の
実
の
ひ
と
り
者
に
て
終
ら
む
と
思
へ
る
と
き
に
君

あ
ら
は
れ
ぬ

連
作
（
群
作
）
の
冒
頭
に
置
く
一
首
と
い
う
観
点
か
ら
両

者
を
比
較
す
る
と
、
や
は
り
歌
集
の
「
樫
の
実
の
」
に
落
ち

着
く
だ
ろ
う
。
単
純
化
の
行
き
届
い
た
作
品
と
し
て
の
完
成

度
の
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
こ
こ
か
ら
恋
が
始
ま
る
の
だ

と
い
う
予
感
を
、
読
者
に
よ
り
強
く
抱
か
せ
る
と
い
う
点
に

お
い
て
も
、「
樫
の
実
の
」
の
一
首
の
方
が
据
わ
り
が
良
い
。

一
連
の
構
成
面
で
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
「
樫
の
実
の
ひ
と
り
者
」
に
つ
い
て
は
、

上
田
三
四
二
が
『
万
葉
集
』
巻
九
「
雑
歌
」
の
部
の
長
歌
に
、

「
…
た
だ
独
り　

い
渡
ら
す
児
は　

若
草
の　

夫つ
ま

か
あ
る
ら

む　

橿か
し

の
実
の　

独
り
か
寝ぬ

ら
む
…
」
な
ど
の
用
例
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
。（『
戦
後
の
秀
歌
Ⅱ
』）。

以
下
は
こ
れ
に
続
く
二
首
で
あ
る
。

別
れ
来
て
は
や
も
逢
ひ
た
く
な
り
に
け
り
東
山
よ
り
月

出
で
し
か
ば

板
橋
を
あ
ま
た
架
け
た
る
小
川
に
て
君
が
家
へ
は
五
つ

目
の
橋

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
作
者
は
さ
な
が
ら
少
年
の
ご
と
き

心
躍
り
を
も
っ
て
「
君
」
を
思
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
一
途

で
あ
る
。

夏
山
の
夜よ
る

の
青
さ
に
見
惚
れ
を
り
そ
の
ふ
も
と
に
は
君

が
家
あ
り

夏
至
の
朝
早
く
来
し
か
ば
す
が
す
が
し
門
の
べ
に
し
て

君
が
草
抜
く

山
羊
小
舎
に
乳
飲
み
に
君
を
率
て
ゆ
か
む
明
日
を
楽
し

み
今
宵
わ
が
寝
る

吾
が
髪
の
白
き
に
恥
づ
る
い
と
ま
な
し
溺
る
る
ば
か
り

愛か
な

し
き
も
の
を

山
家
集
に
一
首
す
ぐ
れ
し
恋
の
う
た
君
に
見
せ
む
と
栞し

を
り

を
挿
む

部
屋
の
戸
を
ひ
そ
か
に
叩
く
音
す
れ
ば
わ
れ
跳
ね
起
き
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て
帯
し
め
な
ほ
す

む
ら
さ
き
の
日
傘
の
い
ろ
の
匂
ふ
ゆ
ゑ
遠
く
よ
り
来
る

君
の
し
る
し
も

む
ら
さ
き
の
日
傘
す
ぼ
め
て
あ
が
り
来
し
君
を
し
見
れ

ば
襟
あ
し
の
汗

等
々
、
先
の
吉
野
秀
雄
の
言
「〈
情
痴
〉
の
〈
痴
〉」
に

溺
れ
た
姿
が
、
こ
こ
に
は
紛
れ
な
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
上
田

三
四
二
（
前
出
）
は
「
む
ら
さ
き
の
日
傘
の
い
ろ
の
匂
ふ

ゆ
ゑ
」
と
い
う
歌
の
背
景
に
、
同
じ
く
『
万
葉
集
』
巻
一
の

「
紫む
ら
さ
き草

の
に
ほ
へ
る
妹い
も

を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋

ひ
め
や
も
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
作
者
が
そ
れ
を
明
瞭

に
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
や
は
り
言
え
る

よ
う
に
思
う
。
こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
日
傘
の
女
性
も
人
妻

で
あ
っ
た
」
と
、
慎
重
な
言
い
回
し
の
中
に
そ
の
典
拠
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
一
首
の
次
に
引
用
し
た
、

「
む
ら
さ
き
の
日
傘
す
ぼ
め
て
あ
が
り
来
し
」
を
併
せ
読

め
ば
、
上
田
の
言
が
納
得
で
き
よ
う
。

沖
つ
藻
の
名
張
の
町
に
た
な
ば
た
の
今
宵
わ
が
居
り
俊

子
は
遠
く

「
裸
心
」
百
首
中
、「
君
」
の
名
が
明
か
さ
れ
る
の
は
こ

の
作
品
の
み
で
あ
る
。
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
た
一
首
な
が
ら
、

そ
こ
に
作
者
の
周
到
な
用
意
が
感
じ
取
れ
る
の
で
あ
る
。
因

み
に
、『
孤
悶
録
』（
前
出
）
所
収
の
「
裸
心
」
に
は
、
五
首

に
「
俊
子
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

四　

裸
心
（
２
）

昭
和
二
十
三
年
の
章
に
あ
る
「
裸
心
」
に
お
い
て
は
、
前

年
の
諸
作
に
比
し
、
ひ
た
す
ら
な
心
情
に
は
変
わ
り
が
な
い

も
の
の
、
や
が
て
二
人
の
恋
が
世
間
に
知
ら
れ
、
非
難
の
目

が
厳
し
く
注
が
れ
る
こ
と
に
対
す
る
苦
し
い
心
情
が
、
様
々

な
形
で
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

押
し
黙
り
わ
れ
は
坐
り
ぬ
こ
の
恋
を
遂
ぐ
る
つ
も
り
か

と
友
の
驚
く

わ
が
こ
こ
ろ
環た
ま
きの
如
く
め
ぐ
り
て
は
君
を
お
も
ひ
し
初

め
に
か
へ
る

相
触
れ
て
帰
り
き
た
り
し
日
の
ま
ひ
る
天
の
怒
り
の
春

雷
ふ
る
ふ

い
も
う
と
の
ふ
み
取
り
出
で
て
今
宵
も
見
つ
君
に
逢
ふ
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な
と
書
き
て
あ
る
は
や

つ
ひ
に
わ
れ
生
き
難
き
か
も
い
か
さ
ま
に
生
き
む
と
し

て
も
生
き
難
き
か
も

肝き
も

ふ
と
き
恋
を
し
な
が
ら
肝
ち
さ
き
わ
れ
に
も
あ
る
か

世
の
中
を
恐
る

こ
の
頃
、
俊
子
は
す
で
に
夫
と
子
ら
を
家
に
残
し
て
、
母

親
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
や
が
て
順
は
、
俊
子
の
夫
で

あ
り
、
自
ら
の
知
人
で
も
あ
る
中
川
博
士
に
謝
罪
し
よ
う
と
、

聖
護
院
御
殿
の
研
究
所
を
訪
ね
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
博
士

は
、「
是
非
に
て
も
御
引
見
希
ふ
」
と
書
い
て
取
次
ぎ
を
請

う
た
順
の
名
刺
に
、「
貴
下
に
は
お
会
ひ
出
来
ま
せ
ん
、
永

久
に
」
と
ペ
ン
書
き
し
て
執
事
に
託
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

順
は
、「
×
×
博
士
の
胸
中
も
充
分
に
察
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
私
は
直
接
に
面
会
し
て
謝
罪
す
る
の
機
会
を
永
久
に
与

へ
ら
れ
な
い
の
だ
。
私
の
罪
業
は
余
り
に
深
い
」（『
孤
悶

録
』）
と
激
し
い
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
の

罪
の
意
識
は
そ
の
後
も
順
の
心
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。『
東
帰
』
の
昭
和
二
十
五
年
の
章
に
次
の
一
首
が
あ
る
。

こ
の
妻
に
そ
の
子
供
ら
に
吾
が
負
へ
る
罪つ
み
し
ろ代

お
も
し
背

の
曲
が
る
ま
で

か
く
し
て
、「
つ
ひ
に
わ
れ
生
き
難
き
か
も
」
と
思
い
決

め
た
順
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
末
日
、
東
山
法
然
院
の

川
田
家
墓
所
で
自
殺
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

順
の
著
し
た
「
西
行
伝
」
に
、「
西
行
ほ
ど
の
価
値
が
な

い
一
介
の
人
間
が
世
を
捨
て
る
時
で
も
、
自
殺
す
る
時
で

も
、
原
因
は
表
面
に
現
は
れ
た
よ
り
も
複
雑
な
の
が
常
で
あ

る
。
人
間
は
八
方
ふ
さ
が
り
に
な
つ
た
時
に
脱
出
す
る
も
の

だ
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
順
は
自
殺
に
よ
っ
て
「
脱
出
」

を
図
っ
た
の
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
結
局
未
遂
に
終
わ
っ
た
の

で
あ
っ
た
。「
宿
命
」
が
そ
う
さ
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
の
世
に
再
び
生
き
て
は
じ
め
て
の
外そ
と
で出

の
道
の
冬

の
夜
の
月

た
ま
き
は
る
命
う
れ
し
も
こ
れ
の
世
に
再
び
生
き
て
君

が
声
を
聴
く

こ
れ
ら
「
裸
心
」
一
連
の
作
品
に
つ
い
て
、
順
に
親
し

い
五
島
茂
は
「
事
件
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
作
品
群
」（
前
出

『
短
歌
』）
と
し
て
、
さ
ほ
ど
の
評
価
を
与
え
て
い
な
い
。
だ

が
、
そ
の
よ
う
な
要
素
を
包
含
し
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
、
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高
く
緊
張
し
た
調
べ
に
支
え
ら
れ
た
佳
品
が
多
い
こ
と
は
確

か
な
の
で
あ
る
。

総
合
誌
『
短
歌
研
究
』（
昭
和
二
十
一
年
五
月
号
）
に
、

岡
野
直
七
郎
の
「
吉
井
勇
論
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
岡
野
は
、
勇
の
『
祇
園
歌
集
』『
祇
園
双
紙
』
の
中
の

数
首
を
挙
げ
、「
恋
愛
は
誰
で
も
す
る
。
人
間
ば
か
り
で
な

く
禽
獣
虫
魚
も
恋
愛
を
す
る
。
然
し
恋
愛
を
し
た
だ
け
で
は
、

よ
い
恋
愛
の
歌
は
作
れ
な
い
。
ま
た
恋
愛
に
悩
む
こ
と
深
い

者
が
必
ず
し
も
よ
い
恋
愛
の
歌
を
生
む
の
で
も
な
い
。
よ
い

恋
愛
の
歌
を
作
る
こ
と
は
一
つ
に
か
か
つ
て
作
者
の
詩
才
の

如
何
に
あ
る
」
と
論
ず
る
。

こ
れ
は
遊
里
の
恋
歌
を
作
る
勇
を
評
価
す
る
も
の
で
、
順

の
恋
愛
の
場
合
と
は
質
を
異
に
す
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
な
お
、

連
作
「
裸
心
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
論
旨
を
あ
て
は
め
て
味

わ
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。　
　
　
　

五　

東
帰

『
川
田
順
ノ
ー
ト
』（
鈴
木
良
昭
）
は
、
順
に
関
東
へ
転

居
す
る
決
意
を
促
し
た
、
最
も
大
き
な
激
励
の
文
書
と
し
て
、

下
村
海
南
の
手
紙
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
今
度
の

事
件
を
拍
車
と
し
て
大
き
な
目
標
を
捉
へ
、
彼
岸
に
到
達
す

べ
く
精
進
せ
ら
れ
よ
。
そ
の
道
筋
と
し
て
は
先
づ
居
を
移
す

べ
し
。
日
本
人
の
大
熔
爐
た
る
大
東
京
に
来
れ
」
と
い
う
海

南
の
一
書
に
接
し
、
順
は
深
く
感
謝
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

海
南
は
、
佐
佐
木
信
綱
門
下
の
同
門
の
一
人
で
あ
り
、
順
が

人
生
の
師
と
も
仰
い
だ
人
物
で
あ
っ
た
。
同
書
に
は
ま
た
、

歌
友
の
尾
山
篤
二
郎
宛
の
順
の
書
簡
（
昭
和
二
十
四
年
正
月

五
日
付
）
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
死
損
ね
が
生
き

損
ね
を
せ
ぬ
や
う
に
、
努
力
工
夫
い
た
す
べ
く
候
、
そ
の
一

つ
と
し
て
居
を
東
京
方
面
に
移
す
こ
と
決
心
い
た
し
候
」
と

認
め
ら
れ
て
あ
る
。

そ
の
「
生
き
損
ね
を
せ
ぬ
や
う
に
」
暮
ら
そ
う
と
し
た

「
居
」
が
国
府
津
な
の
で
あ
っ
た
。「
大
東
京
」
で
は
な
い
が
、

順
に
と
っ
て
は
、
贅
沢
を
言
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

足
柄
の
ふ
も
と
の
田た

ゐ居
に
肝き
も

ふ
と
く
新
ら
し
き
生よ

を
創は
じ

め
な
む
と
す

移
り
来
て
荷
を
ほ
ど
き
居
る
縁
側
を
蜜
柑
や
ま
よ
り
人
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に
見
ら
れ
つ

庭
さ
き
に
七
厘
す
ゑ
て
煮に
た
き炊

す
る
妻
の
す
が
た
も
目
馴

れ
来
に
け
り

雨
の
ふ
る
さ
夜
中
に
し
て
さ
め
を
れ
ば
相
模
の
国
の
片

田
舎
な
る

事
無
し
に
生
き
む
と
願
ふ
こ
こ
に
さ
へ
世
の
人ひ
と
ご
と言
は
な

ほ
も
追
ひ
来
る

わ
が
側
に
坐
れ
る
妻
は
鍋
墨
の
付
き
し
そ
の
手
を
か
く

す
こ
と
な
く

わ
が
夢
は
現う
つ
つと

な
り
て
さ
び
し
か
り
田
居
の
す
み
か
に

枕
を
並
ぶ

昭
和
二
十
四
年
の
章
、「
東
帰
」
と
題
す
る
十
五
首
中
の

の
七
首
で
あ
る
。「
始
め
」
で
は
な
く
「
創は
じ

め
」
と
し
た
と

こ
ろ
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、「
人
に
見
ら
れ
つ
」

と
い
う
意
識
は
、
俊
子
と
の
恋
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き

も
、
結
婚
し
た
後
も
、
絶
え
ず
順
の
心
中
に
存
在
し
た
に

ち
が
い
な
い
。
自
ら
の
「
裸
心
」
を
作
品
に
託
し
た
歌
人

は
、
同
時
に
「
裸
身
」
を
も
世
間
に
曝
し
て
生
き
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
事
無
し
に
」
に
は
、
予
期
し
た
以

上
に
世
間
の
目
が
わ
が
身
に
注
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
、

と
い
う
実
感
が
滲
ん
で
い
る
。

ま
た
、「
雑
詠
」
と
題
す
る
七
首
中
に
も
、
こ
の
よ
う
に

歌
っ
て
い
る
。

わ
が
恋
を
映
画
に
す
る
と
い
ふ
う
は
さ
耳
に
痛
け
ど
せ

む
す
べ
な
し
も

い
か
さ
ま
に
映
し
て
わ
れ
を
嘲
る
か
笑
ふ
か
知
ら
ず
せ

む
す
べ
な
し
も

現
状
を
思
え
ば
、「
せ
む
す
べ
な
し
も
」
と
詠
嘆
す
る
し

か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

順
は
以
前
に
、
自
ら
へ
の
格
下
げ
人
事
に
憤
り
、
住
友
最

高
の
権
力
者
で
あ
っ
た
鈴
木
馬
左
也
総
理
（
内
部
で
は
総
理

事
と
称
し
た
）
に
、
臆
す
る
こ
と
な
く
膝
詰
め
談
判
し
た
こ

と
が
あ
る
。（『
住
友
回
想
記
』）。
そ
れ
に
よ
っ
て
か
え
っ
て

重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
得
た
住

友
常
務
理
事
の
地
位
か
ら
も
突
如
と
し
て
退
き
、
短
歌
一
筋

の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
十
六
歳
に
し
て
佐
佐
木
信
綱
に

入
門
し
、
や
が
て
第
一
歌
集
『
伎
芸
天
』
に
よ
り
、
歌
壇
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
住
友
の
総
理
に
最
も
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近
い
と
さ
れ
た
、
実
業
家
と
し
て
の
高
い
地
位
を
捨
て
た
の

で
あ
る
。
次
に
、
鈴
鹿
俊
子
と
の
恋
を
遂
げ
る
た
め
に
、
家

財
一
切
を
子
ら
に
譲
っ
て
国
府
津
に
逃
れ
、
か
く
の
ご
と
き

日
常
を
味
わ
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
道
を
敢
え

て
選
択
し
た
、
一
種
昂
然
た
る
順
の
姿
勢
の
根
底
に
あ
る
精

神
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

石
川
一
成
は
「
川
田
順
論
」（『
心
の
花
』
八
〇
〇
号
記
念

特
集
）「
川
田
順
私
論
」（
前
出
『
短
歌
』）
に
お
い
て
、「
順

の
生
涯
は
一
処
に
定
着
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
感
情
の
高
揚

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
」「
勿
体
ぶ
ら
ず
に
、
率
直
に

表
現
す
る
と
こ
ろ
に
順
の
性
格
が
表
れ
て
」
い
る
と
し
た
上

で
、
そ
の
根
底
に
あ
る
意
識
の
一
つ
に
「
庶
子
と
し
て
、
生

を
享
け
た
順
が
後
天
的
に
養
っ
た
で
あ
ろ
う
反
骨
と
そ
こ
か

ら
の
脱
出
」
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
一

方
に
お
い
て
、「
逆
境
を
切
り
拓
く
力
と
な
っ
た
も
の
と
し

て
、
す
ぐ
れ
た
天
賦
の
能
力
、
そ
れ
に
加
え
て
、
名
儒
川
田

剛
の
子
で
あ
る
と
い
う
誇
り
も
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
上

述
の
ご
と
く
、
一
生
に
お
け
る
幾
度
か
の
転
身
と
、
そ
の
度

に
直
面
す
る
労
苦
に
対
し
、
順
は
そ
れ
を
現
実
の
も
の
と
し

て
全
身
で
受
け
と
め
、
怯
も
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
果
断
な

身
の
処
し
方
で
曖
昧
さ
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
強
か
と
も

見
え
る
矜
持
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
歌
人
の
心
の
在
り
所

を
示
す
も
の
と
し
て
、
右
の
石
川
一
成
の
視
点
は
明
快
で
あ

る
。
こ
う
し
た
揺
る
ぎ
の
な
い
姿
勢
は
、『
東
帰
』
の
み
な

ら
ず
、
他
の
短
歌
作
品
や
文
章
の
上
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
ま
こ
と
に
歯
切
れ
が
良
い
。

六　

掬
泉
居

「
掬き
く
せ
ん
き
ょ

泉
居
」
と
は
順
夫
妻
が
住
ん
だ
離は
な
れ亭

の
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
門
の
山
井
の
清
水
あ
ふ
る
る
を
見
ら
く
ゆ
た
け
し

出
で
入
り
ご
と
に
（「
東
帰
」）

と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
ま
い
の
門
口
の
様
か
ら
歌

人
自
身
が
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
掬
泉
居
の
日
常
生

活
に
お
け
る
哀
歓
が
、
写
実
（
現
実
）
的
手
法
を
も
っ
て

様
々
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

春
の
雪
は
だ
ら
に
残
る
や
ま
な
み
の
低
き
と
こ
ろ
や
あ

し
が
ら
峠
（「
掬
泉
居　

春
」）

背そ
と
も面
な
る
枯
草
や
ま
の
日
だ
ま
り
に
野の
び
る蒜
を
掘
り
ぬ
手
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の
臭
ふ
ま
で

裏
や
ま
の
う
る
し
の
大
木
見
え
ぬ
ま
で
咲
き
絡か
ら

む
藤
は

な
ほ
盛
り
な
り

南
か
ぜ
海
よ
り
吹
き
て
い
ち
め
ん
の
穂
麦
ば
た
け
に
潮

の
匂
ひ
あ
り
（「
掬
泉
居　

夏
」）

夜
を
ふ
か
み
遠
き
蛙
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
さ
ら
に
遠
く
に
浪

の
音
あ
り

崖が
け
し
た下

の
我
が
家
の
裏
は
陽
を
疎う
と

み
踏
み
ど
な
き
ま
で
毒

だ
み
の
花

庭
の
す
み
に
妻
が
作
り
し
赤
茄
子
は
幾
つ
取
り
け
む
今

日
に
て
終
る
（「
掬
泉
居　

秋
」）

け
も
の
か
も
山
の
禽
か
も
こ
つ
こ
つ
と
あ
ら
し
の
あ
と

の
屋
根
を
歩
め
る

あ
し
が
ら
の
山
根
に
及
ぶ
垂
穂
田
を
二
日
三
日
に
て
刈

田
と
な
し
つ

さ
し
の
ぞ
く
わ
が
顔
ひ
と
つ
映
り
ゐ
て
冬
の
山
の
井
に

生
け
る
も
の
な
し
（「
掬
泉
居　

冬
」）

虫
の
音
は
み
な
亡
び
た
る
霜
夜
に
て
天
つ
空
ゆ
く
雁
の

こ
ゑ
あ
り

除
夜
の
鐘
を
衝
く
寺
も
な
き
田
居
に
し
て
宵
の
う
ち
よ

り
わ
れ
寝
ね
む
と
す

歳
の
旦あ
し
たわ
が
出
で
く
れ
ば
門
の
べ
に
自
然
薯
掘
り
し
深

き
穴
あ
り
（「
掬
泉
居　

新
年
」）

あ
し
が
ら
に
雲
う
ご
く
日
の
多
け
れ
ど
吹
雪
の
雲
の
速

度
は
ち
が
ふ

ふ
く
る
ま
ま
に
相
模
の
海
の
潮
騒
の
大
き
く
な
り
て
元

日
終
る

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
す
べ
て
歌
意
明
瞭
に
し
て
、
調
べ
は

お
よ
そ
滞
る
と
こ
ろ
が
な
い
。「
手
の
臭
ふ
ま
で
」「
さ
ら
に

遠
く
に
浪
の
お
と
あ
り
」「
さ
し
の
ぞ
く
わ
が
顔
ひ
と
つ
映

り
ゐ
て
」
な
ど
、
物
を
見
据
え
る
目
の
行
き
届
い
た
表
現
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
伎
芸
天
』（
大
正
七
年
刊
）
に
お
い
て
、
そ
の
浪
漫
的
歌

風
を
展
開
さ
せ
た
順
が
、
こ
う
し
た
写
実
的
現
実
的
詠
風
に

転
じ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
大
正
八
年
秋
の
窪
田
空
穂
と
の

出
会
い
を
も
っ
て
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
空
穂
よ
り
は
む
し
ろ
、「
順
が

学
び
消
化
し
た
の
は
石
榑
千
亦
だ
ろ
う
」
と
す
る
指
摘
（
佐
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佐
木
幸
綱
「
体
内
の
虫―

川
田
順
」）
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
眼
前
の
景
を
大
胆
か
つ
緊
密
に
掴
み
取
る
手
法
は
、

順
の
際
立
っ
た
特
色
で
あ
る
。

歌
集
『
鷲
』（
昭
和
十
五
年
刊
）
の
代
表
歌

立
山
が
後
立
山
に
影
う
つ
す
夕
日
の
時
の
大
き
し
づ
か

さ
の
持
つ
雰
囲
気
は
、
右
の
抄
出
歌
冒
頭
の
「
あ
し
が
ら

峠
」
の
一
首
へ
と
、
潤
い
を
加
味
し
つ
つ
引
き
継
が
れ
て
い

る
。同

じ
く
『
鷲
』
所
収
の

高
や
ま
の
い
た
だ
き
に
し
て
真
夏
日
は
上う
は
よ
ご汚

れ
せ
る

堅か
た
ゆ
き雪

照
ら
す

に
見
ら
れ
る
、
静
か
な
観
照
の
目
の
働
き
は
、『
東
帰
』

に
お
い
て
も
随
所
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

七　

生
活

先
に
、
順
は
「
裸
身
」
を
も
世
間
に
曝
し
て
生
き
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
、
と
述
べ
た
。
夫
婦
が
国
府
津
の
町
民
か
ら

好
奇
の
眼
差
し
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
家

の
中
の
こ
と
を
俊
子
に
任
せ
、
順
は
町
へ
出
る
。「
…
孤
影

悄
然
と
手
荷
物
を
提
げ
て
東
下
り
し
た
私
は
、
国
府
津
の
町

に
顔
を
曝
す
の
が
恥
か
し
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
致
し
方
な
い
。

配
給
物
を
取
り
に
行
く
。
肉
や
野
菜
を
買
ひ
に
行
く
。
豆
腐

や
油
揚
を
買
ふ
。
郵
便
局
に
行
く
。
雑
貨
屋
に
行
く
」（『
川

田
順
遺
稿
集
香
魂
』）。

郵
便
を
出
し
に
ゆ
き
た
る
時
の
間
に
か
へ
り
は
暮
れ
て

刈
田
夕
靄

順
に
は
『
越
天
楽
』
と
い
う
詩
集
が
あ
り
、「
国
府
津
の

浜
」
と
題
す
る
一
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
注
四
）。

そ
の
最
終
章
は

こ
う
結
ば
れ
る
。

西
の
京み
や
こに

住
み
か
ね
し
／
老お
い

の
歌
び
と
、
若
草
の
／
妻

と
籠
ら
む
か
く
れ
が
の
／
あ
づ
ま
の
果
て
の
此
の
浜
に

／
有
り
や
無
し
や
、
と
陽か
げ
ろ
ふ炎
の
／
忍
び
て
来
れ
ば
、
足

柄
の
／
嶺ね

に
立
つ
虹
の
顕
は
れ
て
／
人
み
な
知
れ
る
恋

ふ
ら
く
を
／
烏を

こ滸
の
し
れ
も
の
隠
す
や
、
と
／
浪
の
ひ

び
き
は
あ
ざ
わ
ら
ふ

そ
の
人
の
心
情
に
よ
っ
て
自
然
は
様
々
な
相
を
見
せ
る
も

の
だ
。
こ
こ
に
、
順
の
自
ら
を
憐
れ
む
よ
う
な
姿
が
表
れ
て
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い
る
。

た
だ
総
じ
て
、
こ
う
し
た
環
境
に
対
し
、
歌
人
は
決
し
て

卑
屈
、
陰
鬱
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
生
来
の
性
の
ゆ
え
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
意
地
で
も
そ
う
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
順
の
心
中
の
無
念
が
あ
り
あ
り
と
表

白
さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
の
章
、「
徒
労
」

と
題
す
る
五
首
で
あ
る
。

あ
く
せ
く
と
新
聞
社
め
ぐ
り
灯
の
つ
く
こ
ろ
数
寄
屋
橋

を
ば
再
び
わ
た
る

待
た
さ
れ
て
受
付
の
前
に
立
つ
久
し
こ
こ
ま
で
我
は
お

ち
ぶ
れ
に
け
り

傲
然
と
背
を
向
け
て
椅
子
に
よ
る
男
わ
が
入
り
来
し
を

知
ら
ぬ
さ
ま
に
て

東
京
に
て
よ
き
こ
と
何
も
あ
ら
ざ
り
き
海
べ
の
町
を
夜

ふ
け
て
帰
る

さ
夜
ふ
か
く
我
が
家
を
さ
し
て
か
へ
る
さ
は
逆
さ
に
立

て
る
北
斗
に
向
ふ

仕
事
の
依
頼
か
何
か
で
上
京
し
、
そ
れ
が
不
調
に
終
わ
っ

た
日
の
虚
し
さ
が
如
実
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
作
に
は
、
一
面
に
お
い
て
、
順
の
な
お
捨
て
き
れ
ぬ
プ
ラ

イ
ド
が
自
ず
と
滲
ん
で
い
る
と
い
う
読
み
方
も
可
能
で
あ
る
。

「
受
付
の
前
」
で
長
く
「
待
た
さ
れ
」
る
こ
と
な
ど
は
さ
ほ

ど
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
に
、
以
前
の
地
位
か
ら
す

れ
ば
、「
こ
こ
ま
で
我
は
お
ち
ぶ
れ
に
け
り
」
と
慨
嘆
せ
ず

に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
心
身
共
に
一
市
井
人
に

徹
す
る
こ
と
は
、
順
に
と
っ
て
そ
う
容
易
で
は
な
か
っ
た
の

だ
。
ま
た
、
そ
う
い
う
心
情
を
正
直
に
吐
露
す
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
順
ら
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
少

し
ず
つ
町
民
に
も
馴
染
み
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

あ
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。

慣
れ
て
来
る
と
、
町
へ
の
用
足
し
も
苦
労
で
な
く
な

つ
た
。
何
よ
り
も
運
動
に
な
つ
て
、
健
康
の
た
め
、
宜

し
い
。
そ
れ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
町
の
人
達
と
顔
を
覚
え

合
ひ
、
親
し
く
な
る
。
往
来
で
お
辞
儀
を
す
る
人
が
増

加
す
る
。
殊
に
、
子
供
達
と
仲
よ
く
な
る
。
先
日
も
Ｓ

と
い
ふ
雑
貨
店
に
蝿
叩
き
を
買
ひ
に
入
る
と
、
壮
年
の
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亭
主
が
、

「
Ｋ
先
生
で
す
か
？
」

と
訊
く
の
で
、
私
は
敢
へ
て
隠
さ
ず
、
肯
定
し
た
。

「
歌
を
な
ほ
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
」

「
君
は
い
つ
頃
か
ら
作
つ
て
ゐ
る
の
で
す
？
」

「
戦
争
中
ボ
ル
ネ
オ
に
行
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
そ
こ

で
五
・
六
十
首
作
つ
た
だ
け
で
す
。
帰
つ
て
か
ら
は

一
つ
も
出
来
ま
せ
ん
」

私
は
甘
諾
し
て
詠
草
を
預
か
り
、
早
速
添
削
し
て
や
つ

た
。（『
川
田
順
遺
稿
集
香
魂
』）。

こ
こ
に
「
子
供
達
と
仲
よ
く
な
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
当

時
、
順
と
言
葉
を
よ
く
交
わ
し
た
子
供
の
内
の
何
人
か
は
、

今
も
国
府
津
に
住
ん
で
い
る
。
宝
金
剛
寺
の
現
住
職
（
神
谷

氏
の
長
男
・
晴
久
氏
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
順
は
子
供
好

き
で
あ
っ
た
。
前
夫
人
と
の
間
に
実
子
が
い
た
な
ら
ば
、
こ

の
歌
人
の
人
生
は
あ
る
い
は
異
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

八　

斎
藤
茂
吉
と
の
交
友

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
順
は
以
前
か
ら
、
歌
人
は
も
と
よ

り
多
く
の
知
人
・
友
人
と
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
。
本
章
に

お
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
、
斎
藤
茂
吉
と
の
交
友
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。

国
府
津
に
移
っ
た
順
を
案
じ
て
、
掬
泉
居
を
訪
れ
る
人
々

が
あ
っ
た
。
長
谷
川
如
是
閑
、
下
村
海
南
、
石
田
礼
助
、
山

本
義
路
ら
で
あ
る
。
石
田
礼
助
は
、
元
三
井
物
産
最
高
顧
問

で
、
後
の
国
鉄
総
裁
で
あ
る
。
当
時
「
掬
泉
居
」
の
す
ぐ
近

く
の
広
大
な
敷
地
を
農
園
に
し
て
い
た
。
順
は
石
田
家
へ
野

菜
や
果
物
を
し
ば
し
ば
貰
い
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
礼
と
し

て
毎
月
、
季
節
の
花
鳥
を
詠
じ
た
短
冊
を
献
じ
た
。
ま
た
、

徳
冨
蘇
峰
、
吉
田
茂
、
志
賀
直
哉
（
注
五
）ら
、
順
の
方
か
ら
訪
問
す

る
人
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
に
斎
藤
茂
吉
が
い
る
。
茂

吉
は
順
と
同
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
三
十
日
、
箱
根
の
強
羅
山
荘
に
暑
を

避
け
て
滞
在
し
て
い
た
茂
吉
を
順
夫
妻
が
訪
ね
た
。
そ
こ
で

は
、
次
男
の
宗
吉
（
後
の
北
杜
夫
）
が
茂
吉
の
世
話
を
し
て
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い
た
。『
東
帰
』
に
、
そ
の
日
の
こ
と
を
歌
っ
た
「
強
羅
の

半
日
」
と
題
す
る
五
首
が
あ
る
。

あ
し
が
ら
の
箱
根
の
や
ま
の
お
く
に
来
て
あ
り
の
ま
ま

な
る
茂
吉
と
対む
か

ふ

茅ひ
ぐ
ら
し蜩
の
鳴
く
は
お
ほ
よ
そ
時と

き刻
を
定き

め
て
日
に
四
た
び

と
ぞ
茂
吉
の
語
る

じ
ん
の
ざ
う
の
や
ま
ひ
は
長
崎
時
代
か
ら
と
医
博
士
の

大
人
あ
き
ら
め
て
居
る

お
な
じ
齢と
し

の
茂
吉
の
前
に
恥
づ
ら
く
は
わ
れ
の
腎む
ら
との

す

こ
や
か
な
る
こ
と

山
菅
の
ね
も
こ
ろ
こ
ろ
に
い
た
は
り
て
長な
が
い
き生
せ
よ
と
い

ふ
ほ
か
は
な
し

順
夫
妻
の
茂
吉
訪
問
の
日
の
様
子
は
、『
茂
吉
晩
年
』（
北

杜
夫
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
当
日
の
茂
吉
の
日
記
に
は
「
午

前
九
時
半
駅
頭
ニ
川
田
順
夫
妻
ヲ
迎
フ
。
雑
談
、
午
食

（
ビ
ー
ル
）、
川
田
ハ
白
桃
、
か
ま
ぼ
こ
土
産
、
予
ハ
ビ
ー
ル

ト
菓
子
ト
汁
ト
ヲ
馳
走
ス
。（
以
下
略
）」（『
斎
藤
茂
吉
全
集

第
三
十
二
巻
』）
と
あ
る
。
か
つ
て
永
井
ふ
さ
子
と
の
実
ら

ぬ
愛
を
経
験
し
た
茂
吉
に
と
っ
て
、
順
の
言
動
は
自
ず
か
ら

な
る
同
情
の
念
を
抱
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。斎

藤
茂
吉
歌
集
『
つ
き
か
げ
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
次
の

一
首
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
日
に
順
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
詠
ん

だ
も
の
だ
ろ
う
。

妻
ご
み
に
君
ゐ
る
岡
の
家
居
に
は
潮う
し
ほの
お
と
を
常
に
聞

く
と
ふ

以
前
、
順
の
恋
愛
を
知
っ
た
茂
吉
は
、
前
年
の
十
月
と

十
一
月
の
二
度
、
旅
の
途
次
の
わ
ず
か
な
時
間
を
割
い
て
、

北
白
川
の
順
の
家
の
玄
関
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き

の
、「
君
が
健
康
す
ぐ
れ
な
い
で
選
者
を
辞
退
さ
れ
た
と
宮

内
省
で
承
つ
た
の
で
、
見
舞
に
来
た
ん
だ
よ
」（『
孤
悶
録
』）

「
川
田
君
、
御
遠
慮
す
る
に
は
及
ば
な
い
よ
。
来
年
の
正
月

も
御
歌
会
始
の
選
者
を
必
ず
拝
諾
す
る
が
宜
し
い
。
僕
は
、

こ
れ
だ
け
を
君
に
言
ひ
に
来
た
の
だ
」（『
川
田
順
遺
稿
集
香

魂
』）
と
い
う
茂
吉
の
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
深
く
情
の
こ
も

る
も
の
で
あ
る
。
順
は
「
心
友
」
と
し
て
こ
の
大
歌
人
を
遇

し
た
。

そ
の
後
、
東
京
で
病
床
に
あ
っ
た
茂
吉
に
見
舞
い
の
手
紙
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を
出
し
、
二
度
自
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
二
度
と
も
病

人
に
配
慮
し
て
、
家
人
の
み
に
面
会
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、

順
が
直
接
茂
吉
と
話
を
し
た
の
は
、
あ
の
強
羅
で
の
半
日
が

最
後
で
あ
っ
た
。

九　

評
価

歌
集
『
東
帰
』
に
は
右
の
他
に
も
、
俊
子
の
前
夫
と
の
間

の
男
子
の
同
居
、
国
府
津
の
歴
史
、
日
本
の
国
状
、
御
苑
な

ど
を
歌
っ
た
作
品
が
含
ま
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
や
は

り
、
二
人
の
掬
泉
居
で
の
生
活
詠
と
そ
の
周
囲
の
自
然
詠
で

あ
る
。
こ
こ
に
引
用
で
き
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
今

も
な
お
生
彩
を
放
つ
作
品
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る
。

順
が
第
二
次
世
界
大
戦
時
、
多
く
の
時
局
詠
、
戦
意
高
揚

歌
に
類
す
る
作
品
を
発
表
し
た
こ
と
や
、
そ
の
「
老
い
ら
く

の
恋
」
と
い
う
行
動
が
表
面
に
大
き
く
立
ち
現
れ
た
結
果
と

し
て
、
歌
人
と
し
て
の
業
績
の
評
価
は
著
し
く
下
が
っ
た
。

ま
た
、
戦
後
の
慌
た
だ
し
い
短
歌
界
の
推
移
は
、
川
田
順
を

過
去
の
人
に
押
し
や
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

各
種
の
文
学
全
集
な
ど
に
は
、
順
の
作
品
が
抄
出
さ
れ
て

い
る
が
、『
東
帰
』
に
つ
い
て
は
、
筑
摩
書
房
刊
の
『
現
代

短
歌
全
集
』（
第
十
一
巻
）
に
全
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
単
独
歌
集
と
し
て
は
、
な
お
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
本
書
に
対

す
る
正
当
な
評
価
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
、
順
夫
妻
は
掬
泉
居
を
去
っ
て
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
に
居
を
移
し
た
。
こ
の
三
年
八
か
月

ほ
ど
の
国
府
津
生
活
は
、
激
動
の
京
都
時
代
と
や
が
て
平
穏

に
入
る
辻
堂
時
代
と
の
間
に
あ
っ
て
、
歌
人
の
心
身
を
蘇
ら

せ
る
た
め
の
必
要
か
つ
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
お
い
て
編
ま
れ
た
『
東
帰
』
は
、
順
に
と
っ
て

ま
さ
に
新
生
の
思
い
を
託
す
る
歌
集
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
詠
出
さ
れ
た
感
情
の

率
直
な
吐
露
は
、
高
い
作
歌
技
量
に
よ
っ
て
、
俗
の
域
を
遥

か
に
脱
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
自
然
詠
に
見
ら
れ
る
透

徹
し
た
凝
視
の
姿
勢
は
、
今
日
な
お
色
褪
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
戦
後
歌
壇
史
に
お
け
る
確
か
な
収
穫
と
し
て
、
本
歌
集

を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

川田順研究　―歌集『東帰』の世界―

（18）
－319－



（
注
一
）「
東
帰
」
の
典
拠
と
し
て
引
用
し
た
李
渉
の
詩
は
、

『
全
唐
詩
』
所
収
の
語
句
に
依
っ
た
。

（
注
二
）
川
田
順
は
昭
和
二
十
一
年
に
、
皇
太
子
（
現
天
皇
）

の
作
歌
指
導
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。「
老
い
ら
く
の
恋
」

を
直
接
の
理
由
と
し
て
辞
退
す
る
ま
で
の
二
年
間

ほ
ど
、
月
に
一
度
上
京
し
て
い
た
。

（
注
三
）
文
中
の
引
用
歌
は
『
東
帰
』
に
よ
る
が
、『
川
田
順

全
歌
集
』
を
参
照
し
て
、
ル
ビ
を
補
っ
た
も
の
が

あ
る
。

（
注
四
）
川
田
順
の
生
前
に
出
版
さ
れ
た
詩
集
に
は
、『
春
の

木
が
く
れ
』『
香
雲
』
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
引

用
し
た
『
越
天
楽
』
は
、
順
の
没
後
、
す
で
に
書

名
の
付
さ
れ
た
そ
の
詩
稿
を
、
俊
子
夫
人
が
発
見

し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
五
）
志
賀
直
哉
は
、
川
田
順
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
秋
風
」

と
い
う
短
編
（
戯
曲
）
を
発
表
し
た
。

◇
参
考
文
献
◇

歌
集
・
詩
集

『
東
帰
』『
伎
芸
天
』『
鷲
』『
自
歌
自
釈
高
岳
』『
史
歌
熱
帯

作
戦
』『
宿
命
』『
川
田
順
全
歌
集
』『
越
天
楽
』

歌
書
・
論
文
類

『
山
海
居
歌
話
』『
山
海
居
閑
話
』「
西
行
伝
」

自
叙
伝
・
随
想
集
類

『
孤
悶
録
』『
川
田
順
遺
稿
集
香
魂
』『
私
の
履
歴
書
』『
葵

の
女
』『
住
友
回
想
記
』

研
究
書
・
鑑
賞
書
・
全
集
・
小
説
類

『
川
田
順
ノ
ー
ト
』（
鈴
木
良
昭
）『
戦
後
の
秀
歌
Ⅱ
』

（
上
田
三
四
二
）『
茂
吉
晩
年
』（
北
杜
夫
）『
斎
藤
茂
吉
全

集
』（
第
三
巻
、
第
三
十
二
巻
）『
日
本
の
詩
歌
７
』『
昭

和
文
学
全
集
35
』『
大
正
昭
和
の
歌
集
』『
全
唐
詩
』『
三

体
詩
』『
唐
詩
三
百
首
』『
唐
詩
選
』『
昭
和
短
歌
史
』（
木

俣
修
）『
短
歌
史
』（
阿
部
正
路
）『
近
代
短
歌
史
』（
篠

弘
）『
近
代
短
歌
と
現
代
短
歌
』（
安
森
敏
隆
・
末
竹
淳
一

郎
）『
虹
の
岬
』（
辻
井
喬
）「
秋
風
」（
志
賀
直
哉
）
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論
文
・
追
悼
文
類

「
川
田
順
論
」（
石
川
一
成
。「
心
の
花
」
所
収
）「
川
田
順

私
論
」（
同
上
。「
短
歌
」
所
収
）「
体
内
の
虫―

川
田
順
」

（
佐
佐
木
幸
綱
。『
佐
佐
木
幸
綱
の
世
界
６
』
所
収
）
総
合

誌
『
短
歌
』（
昭
和
四
十
一
年
四
月
号
）
同
『
短
歌
研
究
』

（
昭
和
二
十
一
年
五
月
号
）
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